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CLINICAL AND FUNDAMENTAL STUDIES ON CEFTRIAXONE 
    (CTRX) AGAINST URINARY TRACT INFECTIONS
            Shoichi Nismo 
From the Department of Urology, Seichokai Fuchu Hospital 
            (Chief: Dr. S. Nishio) 
          Hidetaka YOSHIHARA 
  From the Department of Urology, Bell-land Hospital 
 (Chid: Dr. S. Nishio)
   Clinical efficacy of ceftriaxone (CTRX) against complicated urinary tract infections in 20 
patients was examined, and the serum CTRX level was also measured in the patients with 
chronic renal failure (CRF). CTRX was administered at a dose of l.Og once a day for 5 to 10 
days. The overall clinical efficacy was rated excellent in 4 cases (20%), moderate in 13 cases 
(65%) and poor in 3 cases (15%) with a total efficacy of 85%. Seventeen out of 27 strains 
(62.8%) isolated were eradicated after CTRX administration. In the patients with CRF, serum 
levels were very high and showed a plateau 4 hours after the injection. Furthermore, CTRX 
may not be removed by usual hemodialysis treatment. 
   There were no severe side effects due to CTRX in these patients.
Key words: UTI, CTRX, Clinical Efficacy, CRF
緒 言




















胱8例,前 立腺肥大症4例,尿 路結石症4例,尿 道狭


































































































































































































1)臨 床 的効 果
Tablel,2,3,4は対 象 症例20例の背 景 因子,基 礎
疾 患,カ テ ー テル留 置 の有 無UTI群 別 お よび 臨 床
効 果 を まとめ た もの で あ る.ま ず,UTI評 価 基 準 に
よる臨 床効 果 の結 果 はTable5に 示す とお り,細 菌
尿 に対 す る効果 は消 失10例(50%),減少6例(30%),
菌 交 代1例(5%),不 変3例(15%)で あ った.膿
尿 につ い ては 消失4例(20%),減 少8例(40%),不
変8例(40%)と な って お り,細 菌 尿 お よび 膿 尿 に対
す る総 合 的効 果 で み る と,Excellent4例(20%),
Moderatel3例(65%),Poor3例(15%)であ り,
全体 的 効果 と して は20例中17例(85%)にお い て 有効
と判 断 され た.こ れ をUTI評 価 基 準に よ る感 染型
































































効果 はTable6に 示 す と う り,G-1(6例)で66.7
%,G-2(症 例 な し),G-3(3例)100%,G4(4
例)100%で単 一菌 感 染 の場 合13例中II例(84.6%)に
有効 性 が示 され た.一 方,複 数 菌 感 染 で は ・G・5(6
例)50%,G-6(1例)100%で7例 中4例(57.1%)
に対 して効 果 が認 め られた.同 様 にUTIgroup別
の効果 を主 治 医判 定 で み る と(Fair以 上 を 有 効 と し
西尾,ほ か:UTI,CTRX
Table3.UTI評 価 基 準 に よ る臨床 効 果
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eliminated4 5 1 10(50%)
















































Totae 27 4 5153






















































;x8Subtotet7 0 4 3 57.1%

































き8Subtotei7 o 33t 85.7%
Total20 5 93385.0%












































た)Table7に 示 す と う りG-1は66.7%,G-2(症
例 な し),G-3(100%),G-4(IOO%)で単一 菌 感 染
全体 で は84.6%と前 述 のUTI評 価 基 準 の効 果 と同
じ値 であ った.し か し複 数 菌 感 染 を み る とG-5(83.3
%),G-6(100%)でsubtotal85.7%とUTI評価
基 準 の場 合 よ り高 い値 を 示 してい た.な お,頻 尿,排
尿 痛,会 陰 部痛,下 腹 部 痛,残 尿 感 な ど 自覚症 状 に対
す る効 果 は消 失10例,改 善5例,不 変5例 で あ った,
2)細 菌学 的 効 果 対 象症 例 の 尿 中分 離菌 に対 す る
効 果 はTable8に 示 す と う りE.coli,S.epidermi・
dis,K.Pneumoniaeに対す る効 果 は良 好 であ った が,
P・ae「ugin・sa・P・mirabilis・S・faecalisなどに対 す る
効 果 は低 値 で あ った.分 離菌27株の うち消失 した もの
は17株で有効 率 は62.8%であ った.ま た,こ れ ら27株
に 対す るCTRXの 感 受 性 テ ス ト(disc法)を み る
と27株の うちP.aerUginosa(1株),P.mirabilis(1
株),Candidasp.(2株)の4株のみ が 陰性 があ った
が他 の菌 株 に対 して は感 受 性 が 認 め ら れ た(Table
9).なおCTRX投 与 後 に 出現 した 菌 株 につ い て検
討 した ところP.cePacia(2株)とCandidasp.(1
株)の 計3株 が認 め られ てい る(Tableln),
3)腎 機 能障 害 者(血 液 透析 患 者)に お け る
CTRXの 血 中濃 度
Fig.1は血 液透 析 患者4例 に 対 してCTR.X1.Og
を生理 的食 塩 水20mlに 溶解 して静 注 した場 合 の血
中濃度 の時 間 的変 化 を示 す.い ず れ も非 透 析 日にお い
て施 行 され た もので あ る.CTRX静 注後 約15分目で
ピー クを示 しそ の後 は 徐 々に濃 度 の 低下 が 認 め られ る
が,す べ ての症 例 に お い て減 少 の度 合 は極 め て緩 や か
で あ り240分以後 は プ ラ トーに近 い状 態 を示 して い る.
す なわ ち,投 与 され た 本剤 の 約60%が腎 よ り排 泄 され
るた め 腎機 能 障害 者 で はそ の血 中濃 度 は かな り長 時 間
に わ た り高 い濃 度 が 保 たれ る もの と考 え られ る.一方,

























































































Fig.3.血液 透 析 濾 液 中 のCTRXの 濃 度(CTRX
































































Fig,4.腎 不 全 患 者 に お け るCTRXの 血 中 濃 度 の
変 化(非 線 形 最 小 二 乗 法,Margurdt法 に



















1)複雑性 尿 路 感染 症患 者 例 を 対 象 と し てCTRX
1.Ogを1日1回 投 与 した場 合 の 効果 をUTI評 価基




3)UTI感 染 群別 でみ る とカ テ ーテ ル留 置例 であ る
G-1,G-5群に おけ る効果 が 他 の 群 に比 して 劣 って い
た.
4)細菌 学 的 効果 では分 離 菌27株の うち17株(62.8
%)が 消失 し,disk法に よ る感 染 性 テ ス トで はE.




CTRXの 血中濃度の経時的変化を検討 した.そ の結
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